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港
南
た
す
け
あ
い
心
は
、
１
９
９
３
年
に

発
足
以
来
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
会
の
理
念
と
し
て
活

動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
高
齢

者
の
在
宅
介
護

や
若
い
世
代
の

子
育
て
生
活
支

援
、
障
害
者
支

援
な
ど
を
専
門

に
地
域
の
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す

2

が
、
日
々
の
生
活
を
丸
ご
と
支
援
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
み
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
14
日
に
は
野
庭
地
区
セ
ン
タ
ー
で
港

南
ま
ち
づ
く
り
ユ
ニ
ッ
ト
連
絡
会
主
催
の「
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
居
場
所
、
子
育
て
、
配
食
弁
当
、
共

同
購
入
、食
材
配
達
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、

な
ど
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

代
表　
阿
部
潤
子

一
人
ひ
と
り
の

持
て
る
力
を
社
会
に
還
元

地
域
の
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

「心劇団」

食事ワーカーズ・ミズキャロットの
料理を囲んで交流会



　　
　　見知らぬ訪問者には注意！
　「家にある不用品を引き取ります」と言って、二人組
の男性が玄関先に来ました。「着ていない服があるんだ
けど、持って行ってくれるかしら？」と、一人に服を見
せている間、もう一人は家に上がりこんで物色を始めま
した。結局、言葉巧みに貴金属、宝飾品を一万円と引き
換えにごっそり持って行ってしまいました。
　よそのお宅では、「うちには何もありません」と断っ
たそうです。でも「今、指にしている金の指輪があるじゃ
ないですか」と相手から言われ、「これは結婚指輪だか
ら絶対駄目！」と頑張って、やっと追い返したとか。
　相手は持って行く物品の代償にお金を渡しているわけ
ですから、被害に会ったとはいえませんが、相手の「困っ
ている」ことにつけ込む悪質さは見逃せません。
だめなものはだめと言うきっぱりとした態度が
被害を少なくします。また知らない人の突然の
訪問には十分に注意したいものです。
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週1回のケアでもかまいません。

一緒に働いてみませんか。

お待ちしています。

ワーカー募集

  ● 時給 1,000 円　（交通費実費支給）

　　♡入会金・年会費が必要です
　連絡先● 045-844-6858

　一緒に働いてくださるメンバーを募集
しています。資格の有無は問いません。
ワーカーとして登録する、利用者として

登録する、支援者とし
て賛助会員になる、口
コミで会の活動を宣伝
するなど、どんなかか
わり方も大歓迎です。
お待ちしています。

押し売り！押し買い？
対
し
て
主
婦
が
中
心
に
な
っ
て
起
業
し
た
団

体
の
仲
間
が
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
に
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
元
気
な
仲
間
が
集
ま
り
、
頼
も
し
い
限
り

で
す
が
、超
高
齢
化
社
会
を
前
に
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
少
し
ず

つ
社
会
に
還
元
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

● 

港
南
ま
ち
づ
く
り
ユ
ニ
ッ
ト
連
絡
会

の
メ
ン
バ
ー
〉

　
横
浜
み
な
み
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
、
港
南
コ
モ
ン
ズ
、

日
限
山
デ
ポ
ー
、
ミ
ズ

キ
ャ
ロ
ッ
ト
、
港
南
た
す

け
あ
い
心
、
ポ
ピ
ン
ズ
、

こ
こ
、
福
祉
ク
ラ
ブ
生
協・

港
南（
れ
ん
げ
草
、ぴ
い
す
）
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第
１
回
は
10
月
１
日
（
土
）「
福
祉
用
具
の

日
」
で
し
た
。
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ご
協
力
で
、
リ
フ
タ
ー
・
車
椅
子
・
杖
・

シ
ル
バ
ー
カ
ー
な
ど
様
々
な
福
祉
用
具
を
手

に
取
り
、
動
か
し
、
扱
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

初
め
て
目
に
す
る
用
具
も
あ
り
、
質
問
も
多

数
出
て
有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
野
庭
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
佐
藤

真
希
子
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
介
護

保
険
制
度
の
仕
組
み
、
利
用
す
る
ま
で
の
流

れ
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。

【
連
続
講
座
】

介
護
力
・
地
域
力
・
自
分
力
で

豊
か
な
老
後
を

東
日
本
大
震
災
の
後
、
改
め
て
地
域
連
携
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で
培
っ
て
き
た
介
護
の
経
験
を

地
域
の
福
祉
に
役
立
て
た
い
と
考
え
、
野
庭
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
と
２
回
に
わ
た
る
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
10
月
15
日
（
土
）。
若
く
て
人
気

の
イ
ケ
メ
ン
講
師
、
佐
藤
大
輔
先
生
に
、
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
血
圧
、
血
圧
を
通

し
て
み
え
る
病
気
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
外
部
の
方
の
参
加
も
多
数
あ
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
は
佐
藤
先
生
が
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
た
問
題
の
抜
粋
で
す
。（　
）
の
中
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
用
具
を
知
ろ
う

血
圧
を
知
ろ
う

講師　佐藤大輔氏
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【　
血
圧
と
は
？　
】 

　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
こ
う
表
記
し
て
あ
っ
た
ら
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
読
ん
で
、
ど
う
い
う
意
味
だ
と
思
い

ま
す
か
？

１
３
０/

７
４　

m
m

H
g

つ
ま
り
、
一
般
に
「
上
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
血
圧
は

…　
（　
ア　
）

そ
し
て
、
一
般
に
「
下
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
血
圧
は

…　
（　
イ　
）

っ
て
、
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

【　
血
圧
の
調
整　
】

神
経
系

　
ヒ
ト
の
か
ら
だ
で
は
、
血
圧
は
様
々
な
と
こ
ろ
で

調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、

ま
ず
、
自
律
神
経
系
が
あ
り
ま
す
。
自
律
神
経
系
に

は
（
ウ
）
と
（
エ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
神
経

は
、
お
互
い
が
正
反
対
の
仕
事
を
す
る
こ
と
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
交
感
神
経
系

の
働
き
が
強
く
な
る
と
、
脈
拍
数
は
増
加
し
、
血
圧

も
上
昇
し
ま
す
。
逆
に
、
副
交
感
神
経
系
の
働
き
が

強
く
な
る
と
、
脈
拍
数
は
減
少
し
、
血
圧
も
下
降
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
交
感
神
経
系
は
（
オ
）
に
働
く
神

経
で
、
副
交
感
神
経
系
は
（
カ
）
に
働
く
神
経
と
い

え
ま
す
。

【　
高
血
圧
と
は
？　
】

ど
う
し
て
血
圧
が
高
い
こ
と
が
い
け
な
い
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
？　
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
間
の
血
管
は
た
だ
の
チ
ュ
ー
ブ
で
は
な

く
、
筋
肉
で
で
き
た
管
で
す
。
筋
肉
は
神
経
の
支
配

を
受
け
て
、
縮
ん
だ
り
伸
び
た
り
し
ま
す
。
こ
の
筋

肉
の
働
き
に
よ
っ
て
、
血
管
が
収
縮
す
る
と
血
圧
が

上
昇
し
、
血
管
が
拡
張
す
る
と
血
圧
が
下
降
す
る
と

い
っ
た
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
血
圧
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、血
管
の
壁
が
厚
く
な
り
硬
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
動
脈
硬
化
の
状
態
で
す
。

　
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
さ
ら
に
血
管
の
内
腔

が
狭
く
な
る
た
め
、
血
圧
は
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、

血
管
の
弾
力
性
が
な
く
な
り
硬
く
な
る
た
め
、
破
れ

や
す
く
な
っ
た
り
血
液
の
塊
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
脳
の
血
管
が

破
れ
る
（
キ
）
や
、
血
管
が
つ
ま
る
（
ク
）
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
り
、
心
臓
の
血
管
が
つ
ま
れ
ば
（
ケ
）

や（
コ　
）の
要
因
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
疾
患
は
、

人
の
命
を
奪
う
可
能
性
の
あ
る
重
大
な
疾
患
で
す
。

【　
具
体
的
な
高
血
圧
の
管
理　
】

①　
食
事

　
高
血
圧
の
食
事
療
法
で
重
要
な
の
は
（
サ　
）
の

制
限
で
す
。
日
本
人
が
１
日
に
摂
取
し
て
よ
い
塩
分

は
１
日
に
（
シ
）
で
す
。
し
か
し
、
平
均
的
に
日
本

人
は
13
～
14
ｇ
の
塩
分
を
１
日
に
摂
取
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
が
あ
る
人
の
場
合
は
こ

の
塩
分
を
１
日
に
（
ス
）
前
後
と
す
る
場
合
が
多
い

で
す
。
ま
た
、
塩
分
を
控
え
ら
れ
ず
摂
り
過
ぎ
て
し

ま
う
場
合
に
は
、
少
し
で
も
そ
の
排
泄
を
促
す
よ
う

に
、（
セ
）
が
多
く
含
ま
れ
た
食
品
を
摂
取
す
る
こ

と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
も
の
は
、リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
と
い
っ
た
果
物
や
、

野
菜
に
多
い
た
め
果
物
や
生
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
脂
肪
分
の
摂
取
も
控
え
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

②　
水
分

心
臓
や
腎
臓
が
悪
い
方
で
は
、
水
分
を
摂
り
す
ぎ
る

と
、
血
圧
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
心
臓
や
腎
臓
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方
の

中
に
は
、
そ
う
い
っ
た
制
限
が
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

③　
気
分
転
換
や
リ
ラ
ッ
ク
ス

ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
常
な
神
経
系
や

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
が
血

圧
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
生

活
の
中
で
、
そ
の
方
に
合
っ
た
気
分
転
換
の
方
法
を

考
え
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④　
薬
剤
に
よ
る
降
圧

高
血
圧
が
あ
る
場
合
で
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
、
後
に
重
篤
な
疾
患
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、あ
る
意
味
、薬
剤
を
使
っ
て
で
も
、

血
圧
は
正
常
範
囲
に
下
げ
て
お
く
こ
と
が
理
想
的
で

す
。

【
答
え
】

ア
：
収
縮
期
血
圧
（
心
臓
が
血
液
を
送
り
出
し
た
時
の
圧
力
）

イ
：
拡
張
期
血
圧
（
心
臓
が
元
に
戻
っ
て
ゆ
る
ん
だ
時
の
圧
力
）

ウ
：
交
感
神
経　
エ
：
副
交
感
神
経　
オ
：
活
動
時　
カ
：
安
静

時　
キ
：
脳
出
血　
ク
：
脳
梗
塞

ケ
：
心
筋
梗
塞　
コ
：
狭
心
症　
サ
：
塩
分　
シ
：
10
グ
ラ
ム　

ス
：
７
グ
ラ
ム　
セ
：
カ
リ
ウ
ム
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春
に
続
き
秋
の
野
庭
団
地
商
店
会
の
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
す
け
あ
い
心

で
は
今
回
、
被
災
し
た
子
供
た
ち
の
支
援

の
た
め
に
、
朝
日
新
聞
福
祉
事
業
団
に
バ

ザ
ー
売
上
金
２
４
、４
９
１
円
を
全
額
寄

付
し
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
の
品
物
は
、
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
た

ち
か
ら
の
衣
類
や
雑
貨
、
利
用
者
様
か
ら

提
供
さ
れ
た
オ
ム
ツ
な
ど
で
す
。
お
天
気

も
良
く
、
売
り
子
と
し
て
参
加
し
た
ワ
ー

カ
ー
た
ち
も
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
12
月
10
日(

土
）、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

ム
・
こ
こ
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
か
ね
て
「
利
用

者
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
20

名
、
３
種
類
の
特
大
ピ

ザ
で
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

利用者交流会

復興支援バザー

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
に
合

わ
せ
て(

真
矢
公
子
さ
ん
）

▼

▲ おおぜいの方から提供された品々

暖かそうね。似合うわよ。▼



●登録された方に、ポイントカードを  
   お渡しします。

●１回の活動 ( 概ね 30 分以上の活動）
　で、200 ポイントがたまります。

● 1000 ポイント以上たまると、　換
　金または寄付することができます。
　（換金上限１日 200 ポイント、　年
　間 8000 ポイント）
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佐
々
木
睦
美
さ
ん

  

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
り
た
い
と
以
前
か
ら
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
い
ま
ま
で

し
た
。
趣
味
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
に
演
奏
に
伺
う
機
会
も
増
え
、
自
治
会
で
「
敬

老
祝
賀
会
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
「
い
き

い
き
福
祉
会
」
の
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
受
講
。
そ

れ
で
も
働
く
の
は
無
理
、
何
か
の
役
に
立
て
ば
い
い

と
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
す
け
あ
い
心
で

の
実
習
の
時
、
講
義
で
何
度
も
耳
に
し
て
い
た
「
自

立
支
援
」
に
つ
い
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
、
重
み
を

感
じ
ま
し
た
。「
た
す
け
あ
い
心
」に
入
会
し
て
３
ヵ

月
、
試
行
錯
誤
の
日
々
で
す
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
た
だ
け
る
の
は
と
て
も
心
強
く
、
ヘ
ル
パ
ー
の
仕

事
の
責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

◆コミュニティールームここでは、昨年の 10 月から
月 2 回のランチサービスを始めました。毎週水曜日の
ランチ付体操教室とは別に、認知症予防を目標にした
食事とおしゃべりの集い、「ごはんやここ」と呼んでい
ます。第 2、第 4 木曜日の 12 時～ 13 時半まで、ご飯
と汁物、おかず 2 品程度で 600 円です。予約が必要な
ので、利用希望の方はお電話で申し込んでください。
　　電話 842－ 1755

● 上大岡、上永谷、港南台各ターミナルから
    市営バスで 10 ～ 20 分　深田橋下車　　バス停のまん前　  

ごはんや ここ

横
浜
市
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
事
業

 
ヨ
コ
ハ
マ
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
っ
て
？

　
ー 
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
に
、

　
　
　
社
会
参
加
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
！

　
65
歳
以
上
の
方
が
介
護
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
換
金
ま
た
は
寄

付
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　
参
加
す
る
に
は
、
研
修
会
を
受
講
し
、
登
録
し
て
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
高
齢

者
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
介
護
の
分

野
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
対
象
者
／
65
歳
以
上
の
方

★
対
象
施
設
・
事
業
所
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

　
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
。

（23 年 7 月現在）

主催：横浜市 ( 健康福祉局介護保険課）

自
立
支
援
の
す
ば
ら
し
さ
、

重
み
を
感
じ
た

♥ 

利
用
者
様
の
川
柳

  

寄
り
か
か
る
オ
レ
　
さ
さ
え
る
人
に
　

     

た
だ
感
謝
　
年
数
え
れ
ば
74
歳
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
上
杉 

求
様
）



■登録ワーカー数　46 名　
■介護保険利用者　84 名
■居宅介護支援利用者　32 名
■横浜市委託事業利用者　0 名
■障害者自立支援制度利用者　18 名
■賛助会員　42 名
                　（2012 年 2 月 1 日現在）

8

介……介護保険利用　（要介護利用者）＋（要支援利用者）
委……横浜市より委託のホームヘルプサービス
　　　（自立支援・難病・在宅支援）今回は利用なし
支……障害者居宅介護・外出介護
オ……オレンジチケットの略　
　　　（介護保険利用者でチケット利用者）
心……心チケット利用（子育て支援など）

＊ 訪問件数はサービス提供責任者およびコーディネータが利用者宅を訪問した回数です。

こ
の
広
報
紙
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
を  

受
け
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆居宅介護支援利用者数（ケアマネ利用者数）（要介護人数＋要支援人数）

                9 月 　 10 月　   11 月　   12 月 1 月   
               21 ＋ 7　24 ＋ 7　24 ＋ 7　24 ＋ 7　24 ＋ 8　

9月

38

12月

41

訪問件数

利用者数

活動時間

（内時間外）

活動ワーカー数

訪問件数

利用者数

活動時間

（内時間外）

活動ワーカー数

介

82

47+35

727.5

(155.5)

介

82

46+35

660

（129）

 

支

8

16

200.5

(65)

 

心

2

2

25

(0)

心

1

2

13

（0）

10月

40

1月

41

支

6

17

241

（71）

オ

11

33

164.5

（28.5）

オ

3

34

186.5

（31）

支

3

18

242.5

（79）

オ

4

29

167.5

(18)

 

心

1

2

9.5

(0)

心

0

2

10

（0）

介

83

48+36

739.5

(115)

介

95

46+37

660

（121.5）

オ

4

29

157

(23.5)

11月

39

心

1

3

27

（0）

介

79

45+34

716

（121）

支

2

17

247.5

（74.5）

オ

6

30

156.5

（24）

 

支

8

17

241.5

(102.5)

●
賛
助
会
員
（
敬
称
略
）

（
新
規
）
白
石
純
造

（
継
続
）

北
川
ま
き
ゑ
　
岡
本
陽
子
　
杉
山
静
枝

村
林
康
子
　
幸
和
子
　
土
屋
寿
恵
子
　

北
川
勝
久
　
松
本
實
　
山
本
太
三
　

秋
山
信
義
　
青
塚
睦
子
　
中
山
清

▼
今
年
は
本
当
に
寒
い
冬

で
し
た
。
梅
の
開
花
は
半

月
遅
れ
ま
し
た
が
、
一
挙

に
春
に
な
る
で
し
ょ
う
。

▼
地
震
か
ら
は
や
一
年
。

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
絆
を

つ
く
り
強
化
す
る
試
み
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
見
渡
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

(

事
務
局
）

 




